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施 設 め ぐ り
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岡山大学医学部附属動物実験施設
Ⅰ は じ め に
岡山大学医学部において,動物実験施設に関係
ある沿革は,昭和33年にマウスコロニーが設置さ
れ,昭和48年度には,1141mZの鉄筋3階建の総合
動物実験室が建設されたことから,昭和57年 7月
に,3334.37m2の本格的な動物実験施設が竣工し
た｡本施設は文部省の省令研究施設として,昭和
58年 4月に開所式後,6月7日より実質的にオー
プンし,略4ヶ月を経過した｡ 以下,本施設の概
要について述べることとする｡
ⅠⅠ 基 本 設 計
大学の動物実験施設の基本設計にあたって念頭
に置かねばならないことは,医学部の共同実験研
究施設であることである｡ 医学部には,基礎医学
と臨床医学とがあり,これらは卓の両輪の如 く,
調和のとれた "Biomedicalresearch"として,
研究の進展がみられねばならないものであり,こ
の大きな使命のもとに,本施設が関与し,今後の
研究の方向性を多少でも変換することができれば,
本施設建設が意義あるものとなる｡ したがって,
基本設計にあたって,本施設の利用者である研究
者の要望事項を十分調査 ･分析し,最大限受け入
れ,基本設計に盛り込む必要がある｡しかしなが
ら,動物実験施設として不都合な要求事項も多々
あるので,適宜,取捨選択して,ガイドラインに
治った設計が望ましいと考える｡ また,基本設計
には,十分時間をとることが望ましいが,短時日
に行ったため,非常に多忙であった｡忙中閑あり
の心境で対処することが,正確性を期する点から
もまた,体力維持させるためにも必要であった｡
利用者のアンケー ト調査から,最も基本的に重
要な諸要因は,利用者がどの程度の生物学的統御
で,どの種の実験動物を,どの位の動物数が現在
ならびに将来必要になるか,また研究目的は何に
あるか等を良く把握し,その受け入れ体制を,各
要望内容の比率で配分することを考慮すれば良い
ことになる｡
施設建設にあたっての基本スパンを,6mとし,
可及的無駄の無いように努めた｡また,外部壁に
ある柱は,可及的壁構造の外部-突出させること
とし,内部有効面積を増加させた｡
その他,基本設計にあたり配慮すべきことは多
いが,例えば,動物の大小による配置や生物学的
統御の配列の仕方が重要であることは勿論,更に
大切なのは,動線であり,施設運営上重要なこと
である｡ これは,作業能率に関係するのみならず,
利用者の利用難易度にも関係するため,強いては
研究効率にも影響する要因となる｡ 一旦建設した
施設は,耐用年数が過ぎる50年間は,とり壊すこ
とが出来ないだけに,物品,動物の搬入ならびに
搬出,飼料,床敷ならびに感染実験室等の動線に
は,特に十二分に配慮し,区別する必要性があり,
特に,重点的に考慮した｡
その他,基本設計には,施設内へ搬入する飼育
ケージの形態,オー トクレーブやケージワッシャ
ー等の具体的な大きさ,重量,ピットの深さ等を
決めるため,機種を決定しなければならない｡し
かしながら,実際には建築後に,物品購入のため
の入札等により,施主が意図しない機器類が搬入
されることも少なくないため,どの機種が搬入さ
れても適合するよう余有を持って設計することが
必要である｡
Hl 本設計ならびに建築
以上,種々の要因を考慮しつつ本設計が完成し
た｡その内答は,施設連絡委員会,運営委員会,
教授会等で十分討議した結果完成された｡ 旧施設
(1141m2) が約10年前に建設済であったために,
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その調整は,一期工事で行う場合より大変苦労を
要した｡
新施設の1階の設計内容は,検疫室と特殊動物
実験室関係 (Pl,Pa等),2階は,受付事務室,施
設長室等の管理関係室と環境医学実験室ならびにサル
飼育室および実験室,小動物寛険室等がある｡ 3階は,
中動物飼育室ならびに実験室,緬山羊 ･ミニブタ飼育
室 ･監視室･X線撮影室等がある｡4階は,ラット,
-ムスター ,モルモット,ウサギ等の飼育室ならびに
実験室で,ラット飼育域は,Semibarriersystem
になっており,万一,KHF(EHF)等の疾病発生
時においても封じ込むことができるし,また,逮
に,SPF動物が飼育可能な設計にもなっている｡5
階は,無菌動物ならびにマウスの飼育室および実
験室になっており,外気(OA)のFreshairが,HEPA
filterを通 り,無菌のairとなって,このフロアーに流
入するよう設計されてある｡ また,飼育室からの
汚染空気は,脱臭フィルターにて有毒ガスが吸着
され,その後,省エネルギーシステムとしての全
熱交換器にて,温熱あるいは冷熱が吸収され,浄
化された空気が外部へ捨てられるようになってい
るため,公害対策をも考慮し,空気調和が設計さ
れてある｡
給排水のうち,給水はすべて市水を使用し,飼
育室からの床排水は,すべてトラッフDから125¢甑の
排水管へと流出されるので,悪臭ならびに汚物詰
まりが少い｡末端には,固液分離機が設置されて
いる｡また,検疫 ･感染実験室からの排水は,潤
毒槽内へ流入し,Cl消毒後自動的に一般浄化槽へ
と流出するシステムになっている｡
また,設備上工夫した点は,保健所等の捕獲犬
の体被毛に附着せる病原微生物,寄生虫,塵旗等
を洗浄し,乾燥できる装置の考案,ケージワッシャー
の考案,無菌水採取フィルター をすべての自動給水
装置に連絡設置して,少なくとも水系伝染病からは,
freeにした小動物飼育室にしてあり,調光でき
る照明システムを設置,実験室には,無影灯,イ
ルリガー トル架,0 2,N20,C.A.,Ⅴ.の4種の
衛生ガス配管,単独アース等が設置され,米国シ
ュロアマニュファクチュアリング社から輸入した
使い易く,耐久性に優れたSUS304L製の手術台
ならびに体重計付診察台等を設備した｡また,空
調状況の監視システムとして,SAVIC-500型のコ
ンピューターにて,空調条件の制御が可能になっ
ている｡ また,省エネ設備として地階に 800m3の
蓄熱槽を持っていること等が,主なる本施設の設
備上の特徴である｡
Ⅳ 運営開始後の稼働状況
昭和58年度は,経済的事情から1-3階までを
稼働させている｡ 飼育動物種は,イヌ,ネコ,サ
ルで,イヌが約60%,ネコ95%,サル92%で,現
時点では順調な滑り出しと言っても良いだろう｡
施設のスタッフは,新見初代施設長後,緒方施設
良 (硯医学部長)以下10名で運営している｡
Ⅴ 今後に残された諸問題
施主の意図する設計をより良くするためには,
まず,大学事務局との意志の疎通を計るべきで,
大学事務局が,設計業者 ･建築業者に指示する訳
で,どのパイプが詰まっても,スムーズに事が運
ばない｡ 施主の意志に副わないものがあれば,梶
気良く説得することにより,了解点に達 したもの
も少なくない｡ 施主として最も困惑する事は,要
求項目が,予算上の問題で盛り込めないと言われ
た時である｡
また,新施設運営面での問題点は,光熱水料,
人件費等のランニングコストの高騰から文部省予
算では不足である｡ 殊に近年は,マイナスシーリ
ングにより一層厳しくなっているo その他,設備,
備品類の購入予算が不足しているため,折角新設
した部屋が空部屋になっていること,また,本施
設は,共同実験室的性格を持ちながら,教育 ･研
究をも行わねばならない部署である｡ 相当忙しい
毎日で,更に人員を増加させねばならないが,刺
周者の受益者負担は可及的低 く保たねばならない
悩みがある｡ また,本施設は,サービス機関でも
ある｡利用者の研究が少しでも前進し易いよう協
力し,国際的なデータが得られるよう,我々も献
身的につくす所存である｡ 関係各位の温い御支援
ならびに御協力がなければ,この大きな目的達成
も困難になるだろう｡ 御理解を切にお願いする次
第である｡ なお,本施設に関係された事務局,医
学部,国立大学の本施設の関係諸氏に対し深謝する｡
